
ル
ー
プ
の
寄
付
金
を
原
資
に
、
市
民
社
会
創
造
フ
ァ

ン
ド
が
公
募
を
か
け
、
別
途
組
織
し
た
選
考
委
員
会

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
一
定
金
額
を
助
成

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、助
成
対
象
の
「
分
野
」

と
助
成
金
の
「
使
途
」
に
特
徴
が
あ
る
。

●
助
成
対
象
の
「
分
野
」
―
�
い
の
ち
�

市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
と
の
議
論
の
中
で
、
最

も
時
間
を
要
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
も
そ
も
単
な
る

寄
付
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
・
販
売

に
携
わ
っ
た
企
業
か
ら
拠
出
す
る
意
味
は
何
か
と
い

う
点
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
に
は
、
商
品
と

し
て
の
経
済
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
期
待
し
て
投

資
す
る
お
客
様
が
い
る
一
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
通
じ
て
誠

実
な
経
営
を
実
践
し
て
い
る
企
業
を
投
資
活
動
を
通

じ
て
応
援
す
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
や
す
く
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
お
客
様
も

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
お
客
様
の
想

い
に
応
え
る
た
め
に
も
、
助
成
対
象
の
「
分
野
」
を
、

人
間
の
基
本
と
な
る
�
い
の
ち
�（
人
々
の
生
命
や

生
活
、
尊
厳
な
ど
）を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
々
を
支

援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
た
。

●
助
成
金
の
「
使
途
」
―
�
ス
タ
ッ
フ
育
成
�

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
助
成
金
の
「
使
途
」
を
、

従
来
の
助
成
事
業
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
運
営
費
」
と
は
せ
ず
に
、
人
件
費
を
中
心
と

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
ス
タ
ッ
フ
育
成
費
」
に
絞
っ
た
こ

と
に
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
と
し
て
の
基
盤
強
化
、

特
に
、
組
織
へ
の
専
門
性
の
蓄
積
を
通
じ
た
基
盤
強

化
を
考
え
た
場
合
、
ま
ず
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
の

専
門
性
の
向
上
が
必
須
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

相
互
補
完
モ
デ
ル

実
は
、
こ
の
�
い
の
ち
�
に
関
わ
る
分
野
と
は
、

国
際
的
な
文
脈
か
ら
、
国
連
や
日
本
の
外
務
省
に
よ

り
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ（
人
間
の
安
全

保
障
）」
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
分
野
へ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
が
日
本
経
団
連
の
「
企
業
行
動
憲

章

実
行
の
手
引
き（
第
４
版
）」
に
明
記
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
で
あ
る
。
必
ず
し

す
く

も
行
政
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
掬
い
き
れ

な
い
こ
の
分
野
に
「
政
府
」
を
補
完
す
る
形
で
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
」
が
取
り
組
む
に
あ
た
り
、「
企
業
」
で
あ
る

当
グ
ル
ー
プ
三
社
が
�
ス
タ
ッ
フ
育
成
�
面
で
支
援

す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

目
指
し
た
、「
政
府
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」「
企
業
」
の
三
つ

の
セ
ク
タ
ー
の
相
互
補
完
モ
デ
ル
を
目
指
し
て
い
る
。

最
後
に
、「
ダ
イ
ワ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
」
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
計
を
し
て
い
た
だ
い
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、こ
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、商
品
と
し
て
の
「
ダ

イ
ワ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
」
と
同
様
に
、
お
客
様
の
想

い
を
社
会
へ
と
つ
な
ぐ
、
も
う
一
つ
の
仕
組
み
と
し

て
育
っ
て
い
く
よ
う
に
当
グ
ル
ー
プ
自
身
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。

（
注
１
）社
会
的
責
任
投
資
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
責
任
投
資
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.sifjapan.org/w

hatssri.
htm
l

）を
参
照
。

（
注
２
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
立
し
た
発
展
と
活
発
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
、
企
業
な
ど
か
ら
の
目
的
を
指
定
し
た
寄
付
金
を
、
そ
の
目
的

に
合
致
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
助
成
す
る
な
ど
の
資

金
仲
介
活
動
を
行
う
。

（
注
３
）二
〇
〇
四
年
十
月
末
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
際
し
、

大
和
証
券
投
資
信
託
委
託
、
大
和
証
券
お
よ
び
大
和
証
券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
、

緊
急
性
を
鑑
み
、
地
震
の
直
後
に
、
こ
の
寄
付
ス
キ
ー
ム
か
ら
三
社
合

計
で
四
〇
〇
万
円
を
社
会
福
祉
法
人
新
潟
県
共
同
募
金
会
に
寄
付
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
へ
の
寄
付
額
は
、
こ
の
四
〇
〇

万
円
を
差
し
引
い
た
九
〇
八
万
円
と
な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.civilfund.org/

）を
参
照
。

日本経団連「企業行動憲章実行
の手引き（第４版）」P．３２より引用

（企業活動にも重大な影響を与えかねない
社会的課題の表面化）

２１世紀に入り、人類の生存そのものに影

響を及ぼしかねない社会的な問題が顕著と

なってきた。『ヒューマン・セキュリティ』

といわれる人権、生命、環境など人間の安

全に関わる課題への取り組みが、経済の持

続的な発展にとって不可欠となり、企業に

よる社会貢献活動の面でも重要なテーマと

なっている。
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大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
本
質
を

「
日
々
の
仕
事
を
通
じ
て
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
」
と
捉
え
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
証

券
業
と
し
て
の
専
門
性
や
経
験
を
活
か
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
と
し
て
、
社
会
的
責
任
投
資（Socially

R
e-

sponsible
Investm

ent

以
下
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）の
普
及
・

発
展
に
努
め
て
い
る
。一
般
的
に
、Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
は
「
企

業
へ
の
株
式
投
資
の
際
に
、
財
務
的
分
析
に
加
え
て
、

企
業
の
環
境
対
応
や
社
会
的
活
動
な
ど
の
評
価
、
つ

ま
り
企
業
の
社
会
的
責
任
の
評
価
を
加
味
し
て
投
資

先
企
業
を
決
定
す
る
投
資
手
法
」
を
意
味
す
る
が
、

株
式
投
資
に
留
ま
ら
ず
、
債
券
投
資
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
融
資
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
目
的
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
投
資
な
ど
、
そ
の
投
融
資
決
定
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
社
会
的
責
任
の
評
価
が
加
味
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
範
疇
に
入
る
、
と
い

う
広
義
の
解
釈
も
あ
る
（
注
１
）

。

Ｓ
Ｒ
Ｉ
普
及
の
ア
プ
ロ
ー
チ

こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｒ
Ｉ
に
対
し
て
、
当
グ
ル
ー
プ
で

は
、
主
に
以
下
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
具

体
的
な
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

�
商
品
開
発
＆
市
場
拡
大

「
ダ
イ
ワ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
」
な
ど
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
評
価

基
準
を
満
た
し
た
企
業
で
構
成
す
る
「
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ

ン
ド
」
や
、
地
元
に
根
ざ
す
企
業
で
構
成
す
る
「
地

域
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
な
ど
の
株
式
投
資
信
託
商
品
を

開
発
し
、
お
客
様
に
販
売
す
る
。

�
自
己
資
金
投
資

世
界
銀
行
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
ン
ド
の
一
つ
で
あ
る
「
地

域
開
発
炭
素
基
金
」や
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
た「
地
域
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
」に
出
資
す
る
な
ど
、

当
グ
ル
ー
プ
の
自
己
資
金
に
よ
る
Ｓ
Ｒ
Ｉ
投
資
を
行
う
。

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援

社
会
的
責
任
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム（SIF

―Japan

）や

香
港
を
拠
点
と
す
るA

SrIA

（T
he
A
ssociation

for
Sustainable

&
R
esponsible

Investm
ent

in
A
sia

）な
ど
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
普
及
活
動
を
行
う
国
内

外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
資
金
面
で
普
及
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

こ
の
う
ち
、
�
で
示
し
た
「
ダ
イ
ワ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ

ン
ド
」は
、二
〇
〇
一
年
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・

グ
ロ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
ド（
愛
称
Ｍ
ｒ
ｓ．

グ
リ
ー
ン
）」、

二
〇
〇
三
年
の
「
Ｕ
Ｂ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
株
式
４０
」
に

続
き
、
二
〇
〇
四
年
五
月
か
ら
販
売
し
て
い
る
当
グ

ル
ー
プ
三
本
目
の
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の

フ
ァ
ン
ド
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
趣
旨
に
鑑
み
、
純
資
産
の

額
を
参
考
に
算
出
し
た
一
定
額
を
グ
ル
ー
プ
三
社

（
大
和
証
券
投
資
信
託
委
託
、
大
和
証
券
、
大
和
証

券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）か
ら
「
企
業
と
社
会
の
関
わ
り
が
よ

り
深
ま
る
」
こ
と
に
寄
付
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
設

け
て
い
る
。
今
年
度
分（
算
出
額
九
〇
八
万
円
）の
寄

付
先
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人
市
民
社
会
創
造
フ
ァ

ン
ド
（
注
２
）

に
決
定
し
、
本
年
十
一
月
よ
り
、
日
本
国
内
で

活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
対
象
と
す
る
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
始
し
た
（
注
３
）

。
以
下
、
こ
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣

旨
、
お
よ
び
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
な
仕
組
み
と
は
、
当
グ

金
田
晃
一

か
ね
だ

こ
う
い
ち

CSR わが社の取り組み
「
ダ
イ
ワ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
」助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
通
じ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
〜大

和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
次
長

経済Trend 622005・12


